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●
食
農
教
室
の
拡
充
を

　
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る

よ
う
、
小
学
高
学
年
は
子
ど
も
だ
け
で
も
参

加
可
能
に
す
る
こ
と
や
、
休
耕
農
地
を
活
用

し
た
子
育
て
世
代
向
け
の
農
業
体
験
な
ど
、

事
業
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

●
ご
み
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

　
豊
か
な
自
然
環
境
に
つ
つ
ま
れ
た
北
広
島

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
リ
ユ
ー
ス
食

器
の
活
用
、ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
、フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
充
、
野

外
音
楽
祭
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
分
別
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
ポ
イ
捨
て
等

を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
提

案
し
ま
し
た
。

　
ご
み
の
削
減
は
、
一
人
当
た
り
の
目
標
と

取
り
組
む
効
果
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
世
代

の
市
民
参
加
で
色
々
な
意
見
を
反
映
し
な
が

ら
進
め
る
べ
き
で
す
。

鶴
谷 

さ
と
み

田
辺 

ゆ
う
子

●
防
災
対
策

　
９
月
に
発
生
し
た
台
風
と
地
震
を
十
分
検

証
し
た
う
え
で
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

が
必
要
で
す
。
策
定
の
際
は
、
今
回
避
難
所

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
を
は
じ
め
、
多

く
の
市
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
べ

き
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

北
広
島
市
独
自
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
暴
力
の
な
い
社
会

　
２
０
１
７
年
度
全
国
の
警
察
に
寄
せ
ら
れ

た
Ｄ
Ｖ
相
談
受
理
件
数
は
７
万
件
以
上
と
過

去
最
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

将
来
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら

な
い
た
め
に
、
中
学
生
な
ど
早
期
に
Ｄ
Ｖ
予

防
教
育
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
の
力
も
か
り
て

実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

 

●
ひ
き
こ
も
り
支
援

　
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
、
高
齢
化
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
態
を
把
握
し
、

当
事
者
や
家
族
が
孤
立
せ
ず
、
相
談
や
支
援

の
場
と
な
る
居
場
所
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

●
認
知
症
の
理
解

　
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
に
備
え
、
市
の

職
員
は
認
知
症
に
関
す
る
研
修
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
庁
内

の
連
携
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
の
予
算
審
査
特
別
員
会

に
お
い
て
、
新
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
、

そ
の
使
い
途
が
決
ま
り
ま
す
。
２
０
１
８
年

度
の
北
広
島
市
の
一
般
会
計
は
約
２
３
５
億

円
で
し
た
。

　
私
た
ち
が
直
接
納
め
る
市
民
税
を
含
め

税
金
が
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
の
く
ら
い

使
わ
れ
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
新
規

事
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
12
月
中
頃
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
な
ど
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
、
介
護
の
必
要
な
高
齢

者
の
増
加
、
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
や
イ

ン
フ
ラ
な
ど
財
源
を
必
要
と
す
る
事
業
が

た
く
さ
ん
控
え
て
い
ま
す
。
優
先
順
位
を

決
め
、
適
正
に
分
配
す
る
こ
と
を
決
め
る

の
は
、
わ
た
し
た
ち
市
民
で
す
。

　
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
北
広
島

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
北
広
島
市
議
会
第
１
回
定
例
会

　
　
会　
　
期　
２
月
19
日
～
３
月
20
日

　
　
代
表
質
問　
２
月
28
日
、
３
月
１
日

一
般
質
問
報
告

一
般
質
問
報
告

大
事
な
こ
と
は

市
民
が
決
め
る

12月
議会

12月
議会

▲�野外音楽祭「ライジングサン
ロックフェスティバル」での
分別ナビゲート活動



　私は、2015年、３期目の田辺ゆう子とともに当選し、
はじめて「市民ネットワーク北海道」として会派を結
成することができました。
　子育て支援の現場経験や調査活動をもとに、１期４
年間、定例会での一般質問は12回となり、様々な政策
提案を行い、子どもの育ちを応援するしくみを充実さ
せることができました。
　子ども、学生、子育て中、働き盛り、高齢世代、み
なさんの声を届けることで、必要なサービスやしくみ
づくりが進みます。市民のみなさんの「あったらいい
な」がカタチになるよう、政策実現に向けて、新人、佐々
木ゆりかとともに元気に活動を広げていきます。
� 北広島市議会議員　　鶴谷 さとみ

鶴谷さとみ
４年間の活動記録

鶴谷さとみ（2期目）と、
田辺ゆう子からバトンタッチする佐々木ゆりか（新人）は、
2019年4月、統一自治体選挙に2人でチャレンジします。
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鶴谷さとみ は ２期目 に 挑戦します

市民ネットワーク3つのルール

1

2

3

議員は交代制（ローテーション）
最長３期12年で交代、議員を職業化・特権化せず、市民
の政治参加を拡げます。

議員報酬は市民の活動資金に
議員の歳費は市民の活動費として、みんなで管理します。

選挙はカンパとボランティアで
４年に１度の選挙は、みんなでお金（カンパ）と労力

（ボランティア）を出し合って。

〇北広島市議会市民ネットワーク北海道幹事長
　民生常任委員、議会広報編集委員
〇市民ネットワーク北海道運営委員
〇子育て支援ワーカーズほっとまむメンバー

■ 鶴谷さとみプロフィール（現在）

通学路調査▶
西の里小学校
南通学路の安
全対策と学童
クラブ前の歩
道整備。2017
年度実現。

▲2015年電磁波測定調査

▲2017年子ども議会探検

▼2015年沖縄辺野古視察

▼2018年「香害」の駅前署名活動
▲原爆ドーム

▲「おてらdeごはん」で昔あそび


